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CRMをハブとしたAPI連携等による
システム連携の実装

〜まちで活躍する人材を発掘・育成するスキーム構築〜

令和7(2025)年3月13日

CLIENT

1



プレゼンの構成

INDEX

 1. 特定非営利活動法人aisaのご紹介

 2. 当初の問題点・問題意識

 3. 本事業の目的

 4. 具体的な取り組み内容

 5. 目指した効果・労働生産性向上

 6. 運用方法と実施体制

 7. 従業員に求めた資質・研修内容

 8. 地域への波及効果

 9. デジタル化に向けた経営ビジョンと発展性

10. スケジュール

3

11

12

13

28

29

30

33

34

35

2



CORPORATE

About Our
Teams

特定非営利活動法人aisaのご紹介
2007年7月16日に発生した中越沖地震の復興支援をきっかけに，まちづくりの支援業務をスタート．
ビジョン思考型組織の立ち上げや新規事業構築，ファンドレイジングなどの財務領域，バックオフィスの
効率化・DX化などを通じた伴走型のコンサルティングを行っています．
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CORPORATE

Base
Facility

 えんま通り商店街にあ

る

トレーラーハウス造りの

SHARE OFFICE Be

西本町にある

まちづくりの拠点施設

まちから
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シェアハウスkito

WORK
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studio_fufu

WORK
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カジュアルイタリアン&カフェバー バンビー

WORK
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2. 当初の問題点・問題意識

REVIEW

● 対面の相談をCRM=Salesforce上ですべて手打ちにより議事録データ化してお

り、相談時間の＋1/3程度の時間を使っている

● 公式LINEからの相談はSalesforceと連携できておらず、185アカウントが孤立し

ており、都度LINEに記録を見にいっている状態

● 電話での相談も多くあるが、すべてを記録するほどのリソースの余裕はない

● プロジェクトマネジメント（年間90件程度）のために月40件ほどのミーティング

が行われており、効率化したい

● マーケティング活動も複数のSNSやメルマガを無計画に運用する形となってお

り、ターゲットが曖昧で生産性の低い状態

理想とのギャップ
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3. 本事業の目的

PURPOSE

人の手で行っている多くの「反復による再現性の高いタスク」を

デジタルツールに置き換えることで、効率的に付加価値の高いタ

スクに人的リソースを割き、競争力のある持続可能な組織基盤を

構築する。

問題点を改善するための方向性
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4. 具体的な取り組み内容

MEANS

● ZOOM、ZOOM Phone導入による相談対応や社内ミーティングの音声データ

取得

● amptalk導入による上記音声データのテキスト化、要約化

● PHONE APPLI LINER導入による公式LINEのSalesforce連携システムの構築

● backlog導入によるプロジェクトマネジメント、タスク管理の効率的なシス

テム化

● SMOUTの導入によるターゲットへの効果的なアプローチ及びシステム連携

によるマーケティング活動の効率的運用の実装

目的を達成するための施策群

13



4. 具体的な取り組み内容

MEANS
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4. 具体的な取り組み内容（amptalk 営業資料より引用）

MEANS
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4. 具体的な取り組み内容（amptalk 営業資料より引用）

MEANS
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4. 具体的な取り組み内容（ PHONE APPLI LINER 営業資料より引

用）

MEANS
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4. 具体的な取り組み内容（Backlog 営業資料より引用）

MEANS
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4. 具体的な取り組み内容（CRMに情報を統合する）

MEANS
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5. 目指した効果・労働生産性向上

OUTCOME

● ZOOM、ZOOM Phone、amptalk（対面含む）、PHONE APPLI LINERと

Salesforceのシステム連携による議事録作成工数の大幅な削減（1/5程度）

● PHONE APPLI LINERとSalesforceのシステム連携による相談動向の把握に

係る画面遷移及びスマホ確認の撲滅（完了）

● backlog導入によるプロジェクトマネジメント、タスク管理における業務フ

ローの統一と社内ミーティング数の削減→シフトがより柔軟になった

● SMOUTとチャット／フォームツールのマーケティングオートメーション化

による工数の削減及び情報の自動ストック化に貢献

DXによる効率化
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6. 運用方法と実施体制

TEAMS

社内の情報システムチーム2名とWebマーケティングチーム2名、全

体の統括マネジメント1名によるプロジェクトユニットを組成し全社

的な推進体制を構築しました。またプロジェクトチームごとのミー

ティングやオールスタッフミーティングのアジェンダにシステムメ

ンテナンスや研修プログラムを実施する時間をセッティングしまし

た。

プロジェクトチームの組成
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7. 従業員に求めた資質・研修内容

TRAINING

● 各システムの機能や操作方法に関する基本的な理解を目指す

● ツールの利用頻度を高い状態で維持し、向上心と探究心を持っ

て資質向上に務めた

● 各システムの実装にかかる研修に主体的に参加し、運用技術を

身につけることを主眼においた

● ナレッジベースとして社内ポータルを構築し、お互いのTipsを

蓄積していくことで組織基盤強化につなげる思想を理解する

導入ツールの研修プログラム
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8. 地域への波及効果

IMPACT

柏崎市内の中小企業や様々な団体・組織の中でも比較的デジタル

ツールを多く併用しており、それをCRM等の基幹システムと連携し

効率的な運用ができているケースはまだ少ないと考えられるため、

この事業で得た知見とノウハウを整理・体系化することで、市内の

中小企業等への支援に役立てていきたい。

柏崎の中小企業等の力に
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9. デジタル化に向けた経営ビジョンと発展性

VISION

柏崎市内を中心に隣接市町村も含めた中小企業等へのコンサルティ

ング業務、実装支援業務を拡大させていく。1人分の人件費相当額で

10倍働くシステム連携を実現する。aisaが目指しているビジョン／

ミッションである「挑戦の循環とまちで活躍する人材を増やす」た

めのブースターとしてこのシステム連携を効果的に活用していく。

1人分で10倍働くシステム

34



10. スケジュール

SCHEDULE

Term

各ツールの試験導入
　・社内での使用開始
　・使い方や業務フロー内への落とし込み

従業員への研修実施
　・導入ツールの研修プログラムを受講
　・従業員間でのベストプラクティスの共有

SalesforceとのAPI連携等の実装
　・各ツールとのAPI連携
　・APIが公開されていないツールの連携

社内ポータルの作成
　・Googleサイトでナレッジベース化
　・Tipsがストックされていく仕組み構築

7月 8月 9月 10月 11月 12月

○ ○ ◎

◎ ○

○ ○ ◎

○ ◎
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